
 

 

【誤りやすい事例 ④­申告書第２表関係­】 

被相続人と養子縁組を行った孫がいる場合（基礎控除） 

私（国税信一郎）は、祖父（国税太郎）の死亡に伴い、祖父の財産を相続しました。 

なお、私と弟（国税信二郎）は祖父と養子縁組を行っており、祖父の相続人は、私の父（国

税一郎）、私と弟の３人です。 

 
私と弟は、祖父と養子

縁組を行っているため、

民法に規定する相続人に

該当するので、第２表の

「②遺産に係る基礎控除

額」欄の法定相続人の数

は父を含め３人と記入し

ました。 

また、「④法定相続人」

欄などは左のとおり記入

しました。 

 
あなたと弟は、民法に

規定する相続人に該当し
ますが、遺産に係る基礎
控除額を計算する際に
は、被相続人に実子がい
る場合は、養子は１人ま
でしか法定相続人の数に
含めません。 

あなたの場合は、父が
被相続人（祖父）の実子に
該当するので、第２表の
「②遺産に係る基礎控除
額」欄の法定相続人の数
は２人となります。 

また、「④法定相続人」
欄などは左のとおり記入
します。 

国税 太郎 

○ 法定相続人の数 
 
  「法定相続人の数」とは、民法に規定する相続人の数（相続人のうち相続の放棄をした人があっても、その放棄が

なかったものとした場合の相続人の数）をいいますが、被相続人に養子がいる場合の「法定相続人の数」に含める養

子の数は、次のそれぞれに掲げる人数までとなります。 

① 実 子 が い る 場 合  １人 

② 実子がいない場合  ２人 

正しい取扱いは、下記のとおりです。 

誤 

正 

国税 一郎   長男 

72,045 

国税 信一郎  養子 

国税 信二郎  養子 

３ 4,800 24,045 

8,015 

8,015 

8,015 

１/３ 

１/３ 

１/３ 

801,500 

801,500 

801,500 

国税 太郎 

国税 一郎   長男 

72,045 

国税 信一郎  養子 

4,200 30,045 

15,022 １/２ 1,753,300 

２ 

国税 信二郎  養子 

15,022 １/２ 1,753,300 


